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れている。 しかし、今回検討

したように、胃癌発生以前に

潰瘍症を発症する患者は少な

い。このdiscrepancyを どのよ

うに理解 したらよいか、基礎

的なデータは皆無である。あ

えて今回の結果か らいうと、

HP除菌は、胃癌の発生頻度の

高い日本では、あまり推奨で

きないのではないかと考える。
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日本人の癌の発生、治療応答に関わる

遺伝学的要因に関する研究
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[研究課題]

東海大学消化器外科

日本人の癌の発生、治療応答に関わる遺伝学

的要因に関する研究

[研究目的]

癌の発生及び癌治療に対する応答は、遺伝学

的素因及び後生的遺伝子変化 (変異)に よって
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規定される。「日本人における癌の発生と治療応

答の個性」を規定する因子 (遺伝子)は、 日本

人の長寿にも関与すると仮定できる。本研究の

目的は、 胃癌患者の家系解析 よ り仮定 された

HLA―A2抗原の意義の解明などの解析を通 じて、

その遺伝子の特性、機能及び機序を明らかにす

ることにある。

[研究成果 ]

癌の家族歴は、自血病、肉腫を含め、 3親等ま

でとした。対象症例は、胃切除術を施行された

1544例で、癌家族歴なし910例 (58.9%)、 父の

み219例 (14.2%)、 母のみ137例 (8。 9%)、 父母

49例 (3.2%)、 子 11例 (0。 7%)、 2親等以上218

例 (14。 1%)であった (TaЫ e l)。 10年生存率は、

く|オ■IFオ t、  45.8ワる、 52.89る 、 43.5%、  70.59め 、

42.2%、 52.7%で あった (日 g.1)。 HLA―A2抗原

の有無と性別との関係で、HLA―A2抗原 (+)で

男性の胃癌患者では、父母が癌家族歴を有してい

る患者では予後良好であった (日 g.2～ 5)。

[考察 ]

Nature o Nurture論 争では、近年、だんだん

とNatureの役割が重要視されている。 しかし、

その ことが癌患者の予後にどのように関与 して

くるか、基礎的なデータは皆無である。あえて

今回の結果から推測できることは、Xま たはY染

色体上に予後に関与するinprinting geneが存在

するのではないかと考えられる。
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